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1　 は じめに

　環境教育で 対象 とされ る参加者 は、社会階

層や年齢 、 環境へ の 意識等の 点 で 非 常に多様

で あ る 。 しか し 、 参加者 の 個人属性 の 違い に

よ っ て 教育効果が どの よ うに異なる の か を 明

らか に した事例は少 ない 。こ の 点を 明 らか に

す る こ とは、参加者層に応 じた効果的な教育

方法を検討する上で 重要で あ る と考えられ る。

　そ こ で 本研 究で は、異な る 個人属性 を持 っ

参加者 に対 し て 同
一内容の 環境教育を行 うこ

と で 、個 人属性 と教育効果 の 関連性 に つ い て

明 らか にす る こ とを 目的 とした。

2　 研究方法

　調査で は 、平成 20 年 7〜 8 月 に北海道東 部で

行 われた体験型 の 環境 教育に 参加 し た   地域

の 大学生 （40 名）、  地元住民 （23 名）、  地域

の 教 育機関 の 教員（18 名）の 3 グル
ープ を対象

と し 、 環境教育の 事前及 び事後 に ア ン ケ
ー

ト調

査 を行 っ た 。 事前で は参加者 の 個人 属性 として

性 別 、 年齢 、 職業 、 出身地 、 参 加動 機 、 環境問

題 に対す る関心 （5段 階）を、事後で は教育効果

を把 握す る項 目 と して、環境 問題 に関す る関心

の 変化 （5 段 階）、環境教育へ の 再訪意思 （4 段

階〉、参加 した い 教育形式 を調査 し た 。

3　研究結果

（1）各グル ープの特徴

　各グル ープ の 主 な特徴 を表 1 に示す。カイ 2

乗検定の 結果 、性別以外 の 項 目に関 し て グル ー

プ問で の 有意差が認 め られた （p＜0，05）．3 グ

ル
ープ を比較 する と、住 民は 環境閙題 へ の 関心

が高い
一

方、学生 と教員で は 年齢以外に大きな

違い は 見 られ な か っ た 。

　　　　 表 1 各グ ル
ープ の 主 な 特徴

グル
ープ 学生 （n＝40） 住民 （n＝23） 教員 （n＝18）

年齢 20 代 （87％） 60代 （56％） 30代 （89％）

出身 道 内 （53％） 道内（87％） 道内 （56％）

環 境 問 題

へ の 関 心

関 心 は あ る

が 、特 に 何

も し て い な

い （65％）

環 境 に 関す

る 活 動 に 参

加 し て い る

（52％）

関 心 は あ る

が 、特 に 何

も し て い な

い （78％）

（2）各グル
ープに対す る教育効果

　各 グル
ープ に対す る教育効果 を表 2 及 び 図 1

に示す 。 環境教育後 の 意識変化 につ い て カイ 2

乗検定 を行 っ た結果 、 グル
ー

プ 間に有意差はみ

られ ず （p＜0．05＞、 どの グル
ー

プ にお い て 唔） 「上

昇 した 」「大 き く上 昇した 」が 90％以上 を 占め

た。
一方、再訪 意思 に関 して は有意差が み られ 、

（p〈O．　05）、住民は他 よ り再訪意思 が大 きか っ

た。ま た 、教育形式 に は有意差が み られず、各

グル ープ とも体験会形式 を希 望 し て い た。

図 1 各 グル ープ で の 意識 の 変化

表 2 再訪意思及 び教育形式

グル
ープ 学生 （n＝40） 住民（r23 ） 教員 （n＝18＞

再 訪 意 思 機 会 あ れ ば

参加 （73％）

積極的 に参加

（70％）

機 会 あ れ ば

参加 （100％〉

教育形 式 体験 会 （82％） 体 験 会 （95％） 体 験 会 （94％）

4 　考察

　本研究で 対象 とした グル
ープで は、年齢や環

境 問題 へ の 関心 の 点に お い て 違 い が み られ た

が、事後 で は全 て の グル
ープに 同様 の 意識 変化

がみ られ た 。 各 グ ル
ー

プ とも体験会方式には再

度参加 した い と回答 して い る こ とか ら、体験会

方式 は知 識や 経験 の 違い に影 響 されず に
一

定

の 教育効果 を与 え られ たた め と考 え られ る 。

　
一方、再訪意思に関 して は グル ープ間で 異 な

り、住i民 の み が積極的に参 加す る意思 を示 して

い た 。 住 民 は他 グ ル
ー

プ よ り環境 に関す る活 動

を行 っ て い るため、本研究 の よ うな環境教育 へ

の 参加 も無理 な く参加 して い る と考え られ る。

こ の た め 、環境 へ の 活動 をあま り行 っ て い な い

参加 者に 対 し て は 、環境教育の 参加 の 機会を 積

極的 に与え る こ とが 必 要 と考え られる。
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